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１、W3Cの紹介
•  1990年Web誕生 

–  Tim Berners-Lee　（Webの発明者、W3C創始者） 
– スイスCERN内の情報の管理のために提案 

ハイパーテキスト　＋　インターネット　→　Web
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W3C設立

•  1994年W3C設立
– MITのConsortiumとして

•  Webの可能性に着目
•  X Consortiumの次として出発

–  IETFではWebを標準化できない
•  HTTPはIETFと協力し標準化
•  初期のHTMLはIETFで標準化

– Webの可能性を最大限に引き出す
•  Webの基盤部分の標準化
•  オープンなWebを維持（ロイヤリティー・フリー）
•  Webの全体アーキテクチャを示す
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皆が使うようになり、Webの標準化が必要になる。

★W3C=World Wide Consortium 



W3Cの目指すもの
（１） Webの標準仕様の策定

（２） 正しいWebの普及・啓蒙

（３） Webの発展と将来を創り示す

World Wide 
Web 

標準化 普及・啓蒙

発展・将来

Leading the Web to Its Full Potential...
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W3Cの組織
Director CEO 

Management Team TAG AB 

Domains 

Interaction 

T&S WAI 

Ubiquitous 

WGs 
70グループ 

AC 

Member組織 
400組織 

Communication 

System 

Director: Tim Berners-Lee

Team 
67名 1,786名

（除くHTML482名）

Office 
17組織 
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W3Cの運営構造
•  400組織が参加するコンソーシアム

–  30日本組織が参加

•  3つのホスト組織が運営

(2008年5月20日現在) 

慶應義塾大学ERCIM MIT 

ホスト

アメリカ他 ヨーロッパ

アジア

424のWeb関連組織
日本は32組織

http://www.w3.org/ 
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W3C/Keio グローバル人材を育成し、参加企業の事業グローバル
化を連携支援する体制と活動を目指す。
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W3C運営会議風景



W3Cの標準化プロセス

Working Group Interest Group Coordination Group 

Working Draft 

Last Call 
Working Draft 

Candidate 
Recommendation 

Proposed 
Recommendation 

Recommendation 勧告

Incubator Group 

ACによる投票

Directorの判断

他のグループとの 
整合性を取る

実装例を待つ

  ISO：各国から1機関が参加

  IETF：だれでもが参加可能。年3回の会議で決める。

  W3C：組織（企業など）が参加し標準 
各WGが電話会議・F2Fなどにより標準化 
専任の技術スタッフを持つ 
学術組織が統括
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フリーソフトでValidatorを提供

•  文法的に正しくないWebページが氾濫
– 標準化しただけでは使われない
– 正しいことが必要なことを啓蒙
–  Validatorなどのチェックツールを公開

•  文法的に正しいだけではダメ
– 形だけのチェックでは不十分
– 設計精神に従って使わないといけない
–  CSSもチェックできる

正しいWebの普及・啓蒙
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２、W3Cでの最新活動紹介 
　５つのトピックス：Webブラウザ市場

★[Video関係について]

　 [日本語レイアウト(JLTF)タスクフォースについて]（略）

　 ［SVGについて］（略）

★[マルチモーダル対話(MMI)ワーキンググループについて]

★[HTML5について] 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★HTML５　標準化経緯
HTML 

HTML2 

HTML3 

HTML3.2 

HTML4 

HTML4.01 

XHTML1.0 

XHTML Basic 

XHTML2.0 

XHTML1.1 

HTML5 

1989年

1994年

1995年

1997年

1997年

1999年

2000年

2001年

2000年

SGML→XML

携帯端末

IEFT標準化

拡大機能集約

正しいHTML

モジュール化

XMLらしく

Public 向けとして仕様化推進中。 
MS，Opera,Mozila,Google,Appleなどが中心に推進。 
2010年１0月にDraft、2012年にCRを目指す。 

2007年開始 

ＩＢＭを中心に、イントラネットやDB用向
けとして推進中。 

※XHTML2.0は、厳密な仕様化により、
古いHTMLコンテンツも許容するブラウ
ザを提供すること難しく、Public用のブ
ザウザでは実装されていない。 

目的：Web利用の容易化と 
拡張性の向上 
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HTML5　canvasデモ 

http://gyu.que.jp/jscloth/

http://gyu.que.jp/jscloth/miku.html

http://gyu.que.jp/jscloth/touch.html

http://d.hatena.ne.jp/gyuque/

テクスチャマッピングは、各ブラウザに現在実装されている Canvas の機能で実現可能である。

2009.2.11記事「Canvasによる3Dテクスチャマッピングとパフォーマンスチューニング」

最速チュパカブラ研究会　 

13 上山氏デモ、利用許可取得済みhttp://dev.w3.org/html5/spec/Overview.html



HTML 5 の利点
1. 開発者向けの利点  
(1) 機能毎に明快に記述された仕様により、相互運用可能な実装を実現。  
(2) Ajax においても想定した通りの相互運用可能な動作を実現。

２.利用者向けの利点 
(1) 選択肢を HTML5標準に準拠したWeb アプリケーションであれば、どのようなブラウ
ザ上でも同じように利用可能になるため、如何なる特定事業者の 如何なる特定製品に
も縛られることもなくなり、選択の自由を享受できます。 
(2) 新機能  
   (a) “Flash” などにも対抗し得るWeb標準機能の提供  
   (b) 新Formsの提供　（Web Forms 2.0）  
　 (c) 新要素提供　<canvas>、<video>、localStrage(クライアント側永続記憶域) 等

３．商用の効果  
(1) HTML 5 における相互運用性の確保により、開発者やコンテンツ提供者における費
用や労力が削減されます。 
(2) HTML 5 では新機能の追加により、"Flash" や特定機能に特化した独立した単体ア
プリケーションにも匹敵する Web アプリ ケーションを、費用を抑つつ、開発できるように
なります。

14 http://dev.w3.org/html5/spec/Overview.html



★Video to the Web サービスイメージ

携帯 

自分がいる場所と関係ある、宮
崎駿の新しい映画を 

見たい！ 

歩いている人 
Internet 

抽出機能

映画

データ 
サーバー

抽出機能

映画

HDDプレーヤー

15 http://www.w3.org/2008/WebVideo/



W3C Media Fragments Working Groupの目的 

•  fragment identifier（識別子）の定義 
•  適用例例：Videoの一部分を識別する 
•  例：時間の識別 
http://example.com/my-video#kiss1 
•  例：空間の識別 
http://example.com/my-video#kiss1-boy 
http://example.com/my-video#kiss1-girl 

16 http://www.w3.org/2008/WebVideo/



空間の識別の例 

目的：セキュリティサービスな
どへの展開。 17 

fragment identifier（識別子）
http://www.w3.org/2008/WebVideo/



★マルチモーダル対話ワーキンググループ

マルチモーダル（多様な入出力形態）に対応した標準フォーマット
（EMMA）を定義。 http://www.w3.org/2002/mmi/ 

携帯電話 
ゲーム機 
カーナビ 

ＨＤＤプレーヤ 
D−TV 
・・・ 

インテリジェント冷蔵庫？ 

目的：ホームネットワークへの 
Web利用の容易化と拡張 
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http://www.w3.org/2002/mmi/



ＭＭＩ、EMMA利用
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(AT&Tのspeak4it (デモ) ：音声入力、音声回答＋GoogleMapでのＷｅｂ画面表示、
タッチ入力による予約。　MMI、EMMA仕様でのWeb利用デモ

http://www.youtube.com/watch?v=OURZpqh-35A&eurl=&feature=player_embedded



MMI（Mul;modal Interac;on）関係URL

21 

マルチモーダルWeb: 
    Webアプリケーションにおいて，キーボードやマウスを用いた通常のPC上のWebブラウザのみ
ならず，音声入出力やタブレット入力等，様々な入出力方法(モーダル)を利用しようという取り組み． 

MMIアーキテクチャ: 
    Web上で利用する様々な入出力デバイスを，透過的かつ統一的に扱うためのフレームワーク．
    入出力デバイスを制御するクライアント (Modality Component)と情報を統合しアプリケーショ
ンの流れを司るサーバ (Interaction Manager) により構成される． 

ライフサイクル・イベント: 
    MMIアーキテクチャでは，サーバ (Interaction Manager)およびクライアント (Modality 
Component)の間でやりとりするイベント(Lifecycle-event)をユニバーサルな APIとして規定してお
り，各デバイスごとの差異は，イベントによりやりとりされるデータ (EMMA) によって吸収すること
が可能． 

http://www.w3.org/TR/mmi-arch/

http://www.w3.org/TR/emma/

http://www.w3.org/TR/mmi-auth/

http://www.w3.org/TR/InkML/

http://www.w3.org/2002/mmi/



★JLTF　の紹介 

論議のホームページ： 
http://www.w3.org/2007/02/japanese-layout/ 

最新の規格書ドラフトは： 
http://www.w3.org/TR/jlreq/ 
http://www.w3.org/TR/jlreq/ja/ 

日本語のレイアウトを英語で定義し、日本語を正しく表示できるように表示
仕様を標準化する活動。日本語については、ＪＩＳ X4051で定義し、英語版
は、W３Cの勧告として定義しようと推進しています。 

一般ブラウザで印刷校正ができる未来。 
例えば、ルビが正しく表示される未来を創る！ 

「その国固有の、印刷業界での版組を英語で定義した」こと
が、世界的に見ても快挙として、注目される活動です。 

英語と日本語の２つのメールリストで論議されています。 



JLTF　の紹介（ルビ） 

http://www.w3.org/TR/jlreq/ 



★SVGーWG 

☆SVG Tiny V1.2　が勧告化した。2008年12月22日        

☆同内容を、JIS化して普及に貢献すべく、 
　　SVG-IG Japanが活動中。 

SVGは、 
Scalable Vector Graphics。 

ベクターイメージは品質の劣化なく 
サイズを変更可能なので、地図表示（拡大縮小）など、に適する。 

点の座標と、線の属性（線の太さ、色、
破線、実線など）、線で囲まれた面の属
性（色や、パターンなど）、を記録するの
がベクターイメージの基本である。

http://ja.wikipedia.org/wiki/Scalable_Vector_Graphics

http://www.w3.org/TR/2008/REC-SVGTiny12-20081222/

　ベクターイメージ　　ラスターイメージ　　　　



SVGによる地図情報の利用（PC） 

http://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/2007-0719c.html

電子国土データ (国土地理院) ：２万５千分の一地図をSVG化し公開中 



携帯電話用SVG地図サービス(既に1000万端末以上に搭載ずみ) 

SVGによる地図情報の利用（携帯） 

☆SVGビュー
ワーは、標準実
装済みで、 
「防災ナビ」とし
て、GPSと連携
して位置特定と
地図表示のサー
ビスも提供され
ています。 



３、ほか規格とW3Cの連携
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ECHONETやＤＬＮＡとW3Cの連携は、規格の補完関係。 
Web側でも、デバイスデータの扱いが論議されだし、ECHONETやＤＬＮＡ規格との連
携機会です。相互に理解しあい、補完し合えると良い。

　　　　　　　　Webコントロール+ECHONET機器＝次世代ホームIT

Webコントロール： 
W3C規格

機器： 
ECHONET規格 

DLNA機器 
・・・

IP網 HGW 

Web 
サービス 
/ECHONET 
&DLNA
サービス 

機器

Web 
ブラウザ

EMMA

EMMA
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★MtoM市場（ホームIT連携）

家電機器 
ECHONET

AV機器 
DLNA

ホームIT 
サービス 
サーバ

Web 
ブラウザ

制御サービス 
連携サービス 

セキュリティサービス 
省エネサービス 

Web I/F 
EMMA拡張

HGW

企業連携： 
１、ハウスメーカ 
２、家電機器メーカ 
３、AV機器メーカ 
４、Webブラウザ会社 
５、サービス提供会社 ★技術：MMI, EMMA拡張　Web の応用 
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★電力市場（スマートメータ連携）

電力メータ 
スマートメータ 
ECHONET 

電力メータ 
スマートメータ 
ECHONET  電力 

サービス 
サーバ

Web 
ブラウザ

DSMサービス 
ポイントサービス 
エコ協力ポイント

企業連携： 
１、電力会社 
２、電力量計機器会社 
３、スマートメータサービス事業者 
３、Webブラウザ会社 ★技術：セマンティックWeb の応用 

家電機器 
ECHONET

Web I/F 
EMMA拡張

HGW
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病院内  医局内 

★薬市場（DB連携/セマンティックWeb）

薬DB2 
サーバ 
（他医局）

Web 
サービス 

薬適合調査 
薬食い合わせ確認 
薬体質確認 

企業連携： 
１、製薬会社　 
２、薬DB会社 
３、医者および医療機関 
４、病院システム会社 
５、Webサービス会社

薬DB3 
サーバ 

（自医局内）

薬DB1 
サーバ 

（製薬会社）

薬DB4 
サーバ 

（国立病院）

★技術：セマンティックWeb の応用 

検査
機器



４、まとめ
•  Web活用による第２の「Web応用時代」が来た。 
日本は、環境整備が進んでいるが、グローバルを見たサービス設計が遅れて
いる。Web利用は、世界で進んでいます。このことを、日本での先行事業内容を
世界仕様に入れないと取り返しがつかない時期になった。

•  ECHONETとW3Cの連携は、規格の補完関係。 
Webコントロール+ECHONET機器＝次世代ホームIT。 
Web側でも、デバイスデータの扱いが論議されだし、ECHONET規格との連携機
会です。相互に理解しあい、補完し合えると良い。W3C/Keioは、日本の技術仕様
を世界に発信して、グローバルビジネスへ支援したい。

•  次世代Web応用技術・ラボ(AWALab)を活用下さい。 
慶應大学SFC研究所内に、Web応用を研究する体制を創りました。ぜひ、W3Cで
検討されている最新Web技術の先行応用検討などを一緒に研究しましょう。 
AWALab=Advanced Web Application Laboratory 
申し込み等＝http://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/lab/awa.html

　　　　　　　　　ぜひ、W3C会員になって連携しましょう。
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Leading the Web to Its Full Potential...

ありがとうございました． 

Keio-contact@w3.org 
http://www.w3.org
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OSC後援：OSC京都で講演

http://www.ospn.jp/　　 

７／１０−１１、京都コンピュータ学院。講演とブースデモ。　

【参考】



W3C横浜ふぉーらむ
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【参考】
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W3C案内情報　URL等

１、W3C活動紹介 
現在は、正式版は英語になっていますが、ご活用ください。 
★説明ページ: http://www.w3.org/Consortium/join 
★W3C全般: http://www.w3.org/Consortium/about-w3c　（英語） 
★日本語版「W3C活動概要」： 
　　　　　　　　　http://www.w3.org/2009/04/w3c-keio-chronology/leaflet-200811.pdf 

２、入会申込書（案内） 
入会は、３ステップになっており、下記の申し込み書ページからステップ１を送ってくださ
い。すると米国の本部からメールが来ます。その後、ステップ２へ進み、契約書をやり取り
して完了。との流れになります。 
★申し込みページ: http://www.w3.org/Consortium/application.php3 
　＊日本語による記入方法ガイド：W3c Application Step 1.pdf 

２、契約書ひ形（英語）　上記で触れた申し込みページから具体的な契約書
(Membership Agreement)へのリンクがあります。 
　★契約は、日本会員の契約は、慶応義塾大学のSFC研究所と締結します。 
　★入会年を含め、３年は、継続していただくことになっています。 
　★会費は、年間売り上げ５７億円以上の企業殿は、７４０万円／年（09.4.1現在）。　　 

入会に興味ある方へ案内ください。また、W3C/Keio keio-contact@w3.orgまでご一報ください。

【参考】
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次世代Web応用技術・ラボ(AWALab.)の紹介

*Advanced Web Application Laboratory （ＡＷＡLab.）

設置主旨：　広く普及してきたＷｅｂ技術を基盤として、次世代Ｗｅｂ応
用技術を研究し、世界に先駆けたＷｅｂ応用ビジネス基盤を構築するこ

とを目指す。特に、日本市場の特徴である、高速インターネット環境と
高度なモバイルインターネット利用環境を研究対象として、世界に先駆

けた利用サービスニーズを発掘し、そのニーズを満足させるシーズ研
究と応用研究をするものである。
　シーズ研究については、日本企業を中心とするが、それに捕われな

いでアジアや欧米企業などと連携をしながら進めるものとする。また、
国際貢献を考え、研究成果の一部は、ｗｅｂ技術の国際標準化団体で

あるW３C（Ｗｏｒｌｄ Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ　Ｃｏｍｓｏｒｓｉａｍ）活動を活用し、提案し
てゆく。
　応用研究については、企業との連携によるビジネス基盤としての展

開活用を提案してゆく。

　Ｗｅｂ技術は、PCなど情報機器から発達してきたが、携帯電話へ入
るようになり、個別の機器での活用に技術発展してきた。これからは、
ＡＶ機器、家電機器をはじめとして、健康機器など身近な機器からのＷ

ｅｂ活用がAdvanced領域として注目されている。日本には、大手電気
メーカーも多くあり、世界に先進するｗｅｂ利用環境もある中で、慶應義

塾大学は産学官のコア組織として、本領域でイニシアティブを取る良い
機会と考え本体制を提案する。

—Advanced研究Gr　＝村井研究室：基盤技術
　　　　　　　　 ＝萩野研究室：基盤研究
　　　　　　　　 ＝國領研究室：応用研究
—共同研究Gr　　　 ＝W３C会員企業
　　　　　　　　 ＝共同研究企業
　　　　　　　　 ＝国プロ
—標準化研究Gr　　 ＝日本でのWeb利用標準研究
　　　　　　　　　＝現W３C（標準）プロジェクト
　　　　　　　　　　＋W３C会員企業

研究支援体制として、ＳＦＣ研究所内へＡＷＡラボをもうけた。活用ください。 

案内等＝　http://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/lab/awa.html

【参考】



※「慶応大学本館前」

※大学院棟　４Ｆ　t45室

慶應義塾大学SFC研究所　W3C/慶應　事務所

気楽に、ご訪問ください。お待ちしています。 
keio-contact@w3.org 37 

【参考】



W3C／Ｋｅｉｏからのご案内（メール）

•  参加イベント
•  後援イベント
•  講演会
•  Ｍｅｍｂｅｒとの連携イベント
•  Ｗ３Ｃからの連絡
•  ＷＧ情報
をメールでお送りします。
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